
空の移動革命社会実装大阪ラウンドテーブル

令和５年度 第2回RT全体会議

日時：令和５年12月27日（水）

会場： 大阪産業創造館 ４階 イベントホール

（３）府内各市町村における社会受容性向上の取組み

＝八尾市＝
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令和５年度 八尾市市政運営方針

万博を契機とした「空飛ぶクルマ」によるに
ぎわいの創出

•八尾市は、令和5年度に「空港のあるまちやお」におけ
るにぎわいの創出を図るため、「空飛ぶクルマ」のあ
る未来社会への理解を深める取組を行うとともに、実
証実験の誘致や実用化への支援に向けた関係機関との
協議を進めています。
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大正コミュニティセンター
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八尾空港

朝日航空株式会社提供



立ち上げ期 拡大期 成熟期2025 2030 2035

●市民機運醸成
・認知度、理解度向上
●実証実験誘致
・企業支援
●Ｖポート整備促進
・八尾空港等可能性検討
●観光事業活用の検討

●市民機運醸成
●観光利用促進
・商用運航の利用誘導
●新産業創出
・機体関連事業者育成
●Ｖポート関連事業者誘致

●実践利用
・市内で実機の運航
●観光利用促進
・空飛ぶクルマ活用の観光

●新産業拡大
・市内事業者の新規分野
●Ⅴポート周辺施設誘致
・関連サービス事業所出店

5

大阪府域への入り口となる空港、大阪市
内及び万博会場を移動するサービスが実
装され、万博を起点に多くの人が空飛ぶ
クルマを身近に体感する。

移動サービスの拡大により、空飛ぶクル
マが日常的に使えるサービスになる。

空飛ぶクルマ交通網のネットワーク化、
オンデマンドサービスの提供、及び所有
の一般化により空飛ぶクルマが日常に溶
け込むモビリティになる。

■市民機運醸成
§空飛ぶクルマ普及イベント開催
・機体展示、セミナー、ドローン体験
§空飛ぶクルマ情報発信
・市ＨＰ＆サイネージ放映、情報誌
・万博開催時の運航情報の発信

■実証実験誘致
§八尾空港・大正コミセン利用

■Ｖポート整備促進
§八尾空港などの可能性検討
§Ｖポート整備の研究

■観光事業活用の検討

■市民機運醸成
■観光利用促進
§市民への利用を誘導
§周遊観光事業者の誘致

■新産業創出
§機体メンテ事業者の創出
§機体部品製造事業者の創出
§パイロット養成事業者の創出

■Ｖポート関連事業者誘致
§八尾空港の活用協議
§電源・メンテ・観光・管制機能

■実践利用
§日常的な利用

■観光利用促進
§大阪を空からの周遊観光
§Ⅴポートの見学や記念撮影

■新産業拡大
§機体関連事業者の出現
§空飛ぶクルマ関連サービスの出現

■Ｖポート周辺施設誘致
§観光・商業サービスの提供拠点
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２０２３年 ２０２４年 ２０２５年

■市民機運醸成
§空飛ぶクルマ情報発信
・万博時の運航を踏まえたイベント
・空飛ぶクルマの未来社会の体験

§社会受容性度調査等
・各種イベント時に市民意識調査

■Ｖポート関連事業者の誘致
§離着陸場設置候補地の選定協力
・大阪府の動向への協力

§八尾空港の活用協議
・関係機関との意見交換など

§整備意欲ある事業者連携
・各種事業者と協議

■新産業の創出
§観光利用事業の検討

§新産業の創出への情報発信
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■市民機運醸成
§空飛ぶクルマ普及イベント開催
・機体展示、セミナー、ＶＲ体験
・小学生対象ドローン操縦体験

§空飛ぶクルマ情報発信
・市ＨＰ＆サイネージ放映 ・市観光情報誌で特集

■実証実験誘致
§八尾空港・大正コミセン利用
・各種事業者への誘致活動 ・所管省庁と協議
・大阪観光局と協議

■Ｖポート整備促進
§八尾空港などの可能性検討
・

§Ⅴポート整備に係る研究
・制度や仕組み、事業者の動向など情報収集

■観光事業活用の検討
§空飛ぶクルマを活かした新たな観光事業
§観光活用意欲ある事業者連携

§万博時の運航事業者参画
・機体展示、セミナー等開催
§小中高校生へ空クル出前講座



令和５年度の取組み（計画段階）
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■市民機運醸成
§空飛ぶクルマ普及イベント開催
・機体展示、セミナー、ＶＲ体験
⇒機体展示・セミナー
啓発展示用機体の展示
運航事業者等による講演会等の開催
⇒ＶＲ体験
空クルの乗車疑似体験
⇒コンセプトムービー上映（府から借用）
・小中学校へ出前講座
⇒未来の乗り物説明とモニタリング
運航事業者等による未来の乗り物講座

・ドローン体験
⇒ドローン操作体験
§空飛ぶクルマ情報発信
・市ＨＰ＆サイネージ放映
⇒映像借用（府や事業者等から借用）
・市広報誌等で特集

■実証実験誘致
§八尾空港・大正コミセン利用
・各種事業者への実証実験活動の誘致活動

・所管省庁及び大阪観光局等公的機関と協議
⇒空飛ぶクルマの観光利用等の協議



空港のあるまち80(YAO)に
空クルがやってクル

• 令和5年12月2日・3日 大型商業施設内で開催

• 来場者：2日間で約4,000人以上

• 開催内容

①テトラ・アビエーションMk-5実機展示

②空飛ぶクルマVR体験

③Ⅴポート模型展示（兼松様、長大様）

④空飛ぶクルマ啓発パネル（10枚）展示

⑤空飛ぶクルマに関する映像放映

⑥空飛ぶクルマのエキスパートによる公開講座
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兼松株式会社 株式会社長大

Vポート模型展示

啓発パネル展示 空飛ぶクルマVR体験
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公開講座
■エキスパート （写真左から）
株式会社SkyDrive
朝日航空株式会社
兼松株式会社
テトラ・アビエーション株式会社
大阪府産業創造課
■テーマ
①空飛ぶクルマのイマ
②空飛ぶクルマに関する八尾市の可能性
③空飛ぶクルマのある未来社会
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テトラ・アビエーション株式会社

空飛ぶクルマ実機展示



※未確定段階※

期
待
す
る

期
待
し
な
い

乗りたくない 乗りたい

縦軸）空飛ぶクルマがある社会を期待しますか。

横軸）空飛ぶクルマに、乗ってみたいですか。

空飛ぶクルマ　への関心度を教えてください。

35 370

4 6
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12月2日14時以降
公開講座開催以降の

意識調査

12月2日・3日
意識調査
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空飛ぶクルマ子ども向けセミナー

• 令和5年11月26日 八尾市役所本庁舎で開催

• 参加者：親子50人（児童25人）

• 開催内容

①空飛ぶクルマの基礎を学ぶセミナー

講師 株式会社SkyDrive 小谷達哉氏

②ドローン操縦体験

講師 株式会社ドローンショー・ジャパン 澤田翔吾氏

https://www.city.yao.osaka.jp/yaokibun/0000072032.html
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基礎を学ぼう ドローン操縦体験
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空飛ぶクルマ実現に向けた課題

運航時の安全性 離発着場の数

運賃・費用・維持費 騒音

操縦技術の習得 自動操縦の機器の安全性

運航可能空域の範囲
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空飛ぶクルマの効果が期待できる分野

観光 渋滞緩和

交通不便地の移動 救急搬送

日常の移動 運搬・デリバリー 14

参加者アンケート （保護者）

運賃・費用・維
持費が多数 交通不便地の

移動が多数

運航時の
安全性

救急搬送で
効果が期待
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空飛ぶクルマのどんな仕事をしたいか

つくる仕事 使った仕事 教える仕事

研究する仕事 わからない その他
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大人になったら、空飛ぶクルマで何をしたいか

観光地へ行きたい 親せき・友だちの家へ行きたい

物を運びたい 買い物へ行きたい

仕事で使いたい その他

15

参加者アンケート （子ども）

観光地へ行き
たいが多数

使った仕事
が多数



空飛ぶクルマの情報発信

八尾市ホームページ
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市役所１階ロビー



空飛ぶクルマのＶＲ体験会

開催イベント名 開催日 体験者数 感想など

市役所職員体験会 9月21日 25人
消防職員は活用の可能性を検討する資料と
して役だった。

日本の【食】まつりin久宝寺緑地 10月7・8日 89人
空飛ぶクルマとヘリコプターの違いの質問
が多かった。

空クルがやってクル 12月2・3日 642人 未来の生活様式に期待する意見が多かった。
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空飛ぶクルマの関心を持ってもらう

ライブアイドルが考える
「空飛ぶクルマポーズ」
X（旧Twitter）で発信
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出演 あいり＠あおぞらをキミに



空飛ぶクルマと八尾市民

•日常的に、「空港」と密接な生活をおくっている八尾市民。

•空港周辺の人たちは、空に飛んでいる小型飛行機やヘリコプター
を見て、聞いて暮らしている。

• 「空」の乗り物への関心は強い。

•空飛ぶクルマが、飛び交う日常生活への関心は高い。

•空飛ぶクルマに、乗れるなら乗りたい市民は多い。

•空飛ぶクルマを活かした新しい産業・サービス・ライフスタイルの
創造は進むだろう。
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